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G.B.ShawのSaint JoanとT.S.EliotのMurder
in the Cathedralについての一考察













た TheCanterburyFestivalのために作品を委嘱され た Eliotは,1170年12月29日,同
































































wasbecauseheisneverstrong enough in hisown insigni丘Cantselfto
(5)
Standaloneinauniversewhichsnubshim with itsindiference.
少し長い引用になったが,かくして人 が々自分達の外なる力としての く神)なり, (運命〉
なりを信じながら,｢最も幸福に,最も生き生きと自信にあふれて｣生活していた,ペリクレ























ここから Nietzsche,Shaw の標傍した くSuperman(超人))という思想までの距離は近い｡
再び Krutchから引用すると,
Tragedyis,asAristotlesaid,animitationofnobleactions,andNietzsche,
forallhisenthusiasm fortheGreek tragicwriters,waspalsied by the








































からに他ならない｡では一体なぜ ｢現代における heroismの意味を探るため｣に書かれ た
これらの劇が,現代において最も成立困難は悲劇形式とも思われる聖者劇という形をとちね
ばならなかったのか｡あるいは heroism の復権を託するのになぜ聖者を もってしなければ
ならなかったのか｡答えは問いの中に,悲劇の heroとしての聖者の存在を困難なものにし
ている原因そのもののうちに内在している｡つまり,聖者の存在が困難な立場にある時代,

























体なぜ,劇の統一性を危うくしてまで Shaw と Eliotが,Epilogueと Interludeに拘泥
する必要があったのか｡あるいは劇全体に対して,EpilogueとInterludeの持つ意味は何
なのか｡この間は我 を々次のような仮説-と導くoEpilogueとInterludeは,単に付属物












｢残念ながら,Epilogueを削除するわけにはゆかない｣とした Shaw は Prefaceの意 図
を ｢ジャンヌを聖者として示す｣ためのものであったとしているO｢多少,Shaw の Saint
Joanに影響されるところがあったかも知れない｣と Eliot自身が述べている 『寺 院 の殺
人』における Interludeの意図は,Interludeから引いた第三章の最後の引用の中に明 ら


















興味深いのは,Shaw が ｢ジャンヌを聖者として示す｣というEpilogueの目的を, ｢いま
だジャンヌが世に受け入れられる土壌が整っていない｣という,いわば負の方法を用いて達
成しようとしていることである.これには,世俗化した物質文明の時代にあって,ス トレー
トに聖者を描き出すことに対する Shaw の不安が原因となっている｡Epilogueの終 り近
く,｢私が再びこの世に戻って来るとして,私を受け入れようとする者は誰もいないのか｣と



























Shaw と Eliotは く現代における聖者の負の立場)を,どう処理し,どのようにして正 の




































引用は,ジャンヌの 〈voice〉をめぐっての Robertとのや りとりであるが,この対話は劇
全体を通して,ジャンヌの condictの基本的パタ-ソを示している｡つまりジャンヌの戦
うべき相手は,ジャンヌが信仰の否定を余儀無くされるただ一回の例外を除いては,終始ジ
ャンヌの外に配置されているのであって,Robertが Charlesや Cauchonに代って も図
式は変わらない｡そしてこれがジャンヌに,Eliotの冥想的ベケットと著しい対照をなす,
単純で,活動的な性格を与えている｡
『寺院の殺人』においてほ,聖に対する俗の声をベケット自身の内部に置くこ とに よ り,
con丑ictを内化する,というパターンがとられている.これは,史実に忠実にジャンヌを描

















Eliotは Shaw が立止った地点から歩みを始め,Shaw が予感していた問題を, 極めて意
86 研究紀要 (第2号)
識的に深化しているように思われる｡
Shaw のように新しい主義に依るにせよ,Eliotのように伝統への回帰と秩序の復活を志
向するにせよ,いずれにしても,自分が現在足をすえている基盤の不安定さが原因となって
いることは否定すべくもない｡Shaw は,近代以前から不安な近代へと何かう入口に立って
時代の問題を予感しながら, く超人思想)に活路を求め,Eliotは近代の不安のまっただ中
で く聖者)に近代を超克する道を探ろうとしていたように思われる｡我々は一つの時代の接
点が『聖ジャンヌ』と『寺院の殺人』の二作品に象徴的な姿をとって現われていると言いうるの
ではないか｡
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